幼児期における音楽的感覚について : リズムパターンの識別を中心に by 宮崎 敏子 & Toshiko Miyazaki
幼児期における音楽的感覚について : リズムパタ
ーンの識別を中心に
著者 宮崎 敏子
雑誌名 紀要
巻 24
ページ 55-68
発行年 1970-01
URL http://id.nii.ac.jp/1118/00000927/
Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
幼児期における音楽的感覚について
－リズムパターソの識別を中心に－
A．はじめに
幼児がこの時期においてどれくらい複雑なリズムパタ
ーソを識別することができるか，またどれくらいリズム
を再生することができるかといった能力の発達を知るこ
とは，幼児の音楽教育の内容や指導方法を考えていく上
に欠かせない重要なことである。よい教育はまずその被
教育者の実態を知ること，現在の幼児の真の姿，早期に
おける子どもの音楽的発達の実情を考えてこそ可能にな
ると考える。自然に育ちつつある一般幼児の音楽面に現
われる能力の趨勢を観察発見しようとするものである
が，これにはできるだけ多くの人数を対象にしなくては
ならない。そのために，音楽的訓練を受けていない一般
幼児を対象にグループテストの方法を用いればよいわけ
である。しかし一般には音楽能力というものは7才以前
ではグループテストの方法を用いて有効な測定を行うこ
とはできないとされている。何故ならば，テストの事前
の括示を理解すること，答に数字や文字や記号が書けな
ければならないこと，黙って測定を受けなければならな
いこと，精神を一定時間集中することができなければな
らなこと等等の条件を満足させることを必要とするから
である。
そこで今回は1対1で作業をすることにした。また音
楽的諸能力のなかで音楽活動にとって基本的であり初歩
的であり本質的なもの，つまり音記憶，リズム記憶，音
楽識別，和音分析のうちの／／リズム記憶〟だけをとりあ
げた。
B．方　　法
幼児がどれくらい正確にリズムを識別することができ
るか，そして再生はどれくらいできるかの2点から調べ
ていく。各項とも対になっている互に額似した2つのリ
ズムパターンでできている12間からなっている。異同弁
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別の問題では被験者に対してほ，各項目の2回目の演奏
が最初の演奏と同じであるか異なっているかを答えるよ
う求める。再生は異同弁別のリズムの上段のリズムを聞
いて，拍手で再生することを求める。異同弁別も再生も
リズムは同じものであるが，使用したリズムパターンは
幼稚園で使われている歌の2相子塾，3拍子塾，4拍子
型の中からそれぞれ選んだものである。
Ⅰは異同弁別で
aはイ音でリズムだけ与える
bはリズムに音高をつけて与える
Cはイ音で強勢（＞）をつけて与える。
Ⅰは再生でイ音でIaの上段のリズムだけを使った。
このうちIもの間層の音高のつけ方は2つのリズムバ
ターンが同じ場合も異なる場合も同じ音高にして，音高
を変えることによって幼児が間窟をとり違えたり迷った
りすることを避けた。Icの強勢のつけ方も原則として
各相子の頭に，4拍子型は頭と3克子目に＞を与えた。
測定の対象は本学付属幼稚園児で，年長児（男27各
女30名）は7月夏休み前に，年少児（男20名，女20名
無作為抽出）は夏休み後の9月とした。
使用した楽器はピアノである。ピアノを選んだ理由
軋幼児が一番なじんでいる漢語であるということと敦
勢がつくということにある。
例蘭と問題はすべてテープに録音したものを使用し
た。異同弁別の場合は′′「リズムA」これと「リズムB」
とは同じですか違いますか′′と言葉が入り，すぐ同じか
遣うかを答えさせる。再生の場合は「リズムA」のあと
′′ハイ′′と掛声が入り，すく隼でそのリズムを打たせる。
年長児はIa，b，C，Iaの順で通して行ない，年少児は
Ⅰ■aとIaのみを行なった。また年長児は最後に好きな
歌を1曲歌って録音してある。
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C．結果と考察　（表1）
表1－1項目別正反応（）は正反応率
年長児　（57名）
表1－2
年少児　（40名）
頭頂t① 劍???i塾 ??ﾒ?@ ???（ら ?b?iむ ??⑪l⑳ 
Ia ?9Kﾘ吮??x髦,h,ﾈﾛr?0 （50％） ヌ※ ?r?田?8??4 ?r?3 ?b?5 ?"?7 ?"?i禁中％） （35％） ※ ?田?8??i58％） ?田X???i38％） ※※ 鉄X???i68％） ※※ ?鉄X? ?
▲Ia ?9Kﾘ吮??x髦,h,ﾈﾛr?0 （50％） ※ ???CX???4 （35％） ?2??8???h?? （23％） ※※ ?R???8??h??‾ （8％） ※※ 途???8??b? （15％） 澱??X??? （23％） ※※ ??嶋???
Ia′ ?7 ?"?6 ?b?0 ?2?4 （35％） ???S8???5 ?B?B芋告示喜％） （93％） ?塔?8??i60％） ?田?8??i75％） ?塔?8??（38％） ?田?8??
注　※は5％水準，※※は1％水準で有意のものを示す。
年長児，年少児を通して，異同弁別も再生も大体同じ
債向を示している。年長児では，異同弁別のうちIaで
正反応が与を下まわるのは⑩⑪㊥で，そのうち⑩はシソ
コペーシ。ソを含み⑳は三遵符を含む3種類の長短がま
ざらわしい複雑なリズムでかなり高度なものであり，そ
の上項目の長さが長いということもあってリズムを記憶
して弁別するのに高度なものが要求されよう。Ibでは
⑧⑦⑲⑭⑱が与以下の正反応であるが，これもIaと同
じであり，メロディーによる影響がないといえる。Ic
では正答が与以下は⑯だけで，全体として同音だけでの
リズムの識別や背高差のあるリズムの識別に比して正反
応者が多い。再生は，異同弁別に比して多くの困難が見
られ，正反応与以下が殆どとなっている。
音高に変化があるものとないものとによってその差が
認められるものは⑨④⑥であって，殆ど背高の変化，メ
ロディーは幼児期には影響がみられない。㊥は長い音が
高い音になっていること，④は極めて短い音価のものが
競いている，⑤ほ短い音が低い音になっているというこ
とに惑わされた，問題の把嬢に涯乱をきたしたとみるこ
とができよう。
また強勢の有無による差についてはあまり差が認めら
れないが，㌶2検定によると，⑧だけ0・1％水準で有意差
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が認められた。
2・異同弁別と再生との比較（表2）
年長児においては6項臥　年少児においてほ10項目に
差が認められる。これらの殆どは符点のあるものとない
ものとが対になっているので識別はしやすいが，再生に
なると音の長短の比の表わし方項目の長さ，複雑なリ
ズムなどのことから，分るがリズムを記憶していて正し
く再現することができないという段階にあることが示さ
れている。
ここで再生の誤答の実際についてみてみる。
全体の候向として，次のことがみられる。
イ）」・と」（または」と少の場合もある）の違いの
不明確さ
ロ）リズムパターンの終りの部分の脱落または1
粕増
ハ）前にできた項目のリズムを打つ
ニ）問題のとり遣え
a）問題の番号の数だけ打つ
b）音高はかりを答えようとする　　　など
ホ）いつもJJJ　日蝕。を打つ
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表2　再生の誤答の実際（）は人数
年＿　長　　児 僖???ﾘ??髓?
① 筈ｨ?𠘑?ﾌ(?､ｨ?X??｡JJJ（え）冊，nn（3） 
刀」 幡?????ｨ???｢?　　（3），JJ（2） 
JnJ（1），」♪」（1） JYJ（1） 櫨D､ｨ??ｩ8????｢?
（∋ 刀月 ?h?????ｨ?8??h??JJ（え）（7），刀J（7） 
」JlJ（5），JJ（2） 筈ｨ??ﾊX????｢?
」♪」（11」7J（1） ?d､､ｨ???ｨ?､､ｨ,$ｨ??｢?
JJ刀刀（1） 筈ｦﾈ???ｨ?ｩ8???｢?
（∋ 筈､ｨ??ｩYx??､､ｨ?8??JJ（ま）（1軋月日　（8） 
JIJ　（3），JJ（2） 筈ｨ??H??8?????
♪」♪ ?D､ｨ??ｨ????ｨ??ｨ??DJJJ（1），♪JJl（1） 
♪」　（1），JJl（1）・ ?h???ｨ?????｢?
」巧」机」刀JJ（1） J♪」（1） ???H???ｨ??8?h??｢?
④ 用■月 ?9mｨ??ｨ?H??､､､ｨ?H??JJ往）（11），JJJJ（3） 
Jrコ十（3），JJJJJ（5） 筈ｨ??ﾊT､畑?(??
」♪J♪J（1），■JJJ刀（1） 幡､ｨ??4､ｩ虜???｢?
」J　（1） 畑ﾍT､ｨ??ｨ?､､､､ｦﾒ?ﾈ??ｨ?了8?h??｢?h??｢?
（9 」．JJ ?i8??嶋??､ｨ,(??x??v．」」往）帆JJつ」（5） 
JJJ（～）胤JJJ（2） ?h????H??-ﾈ??(??
JJ（2），JJJJ（2） 畑????ｨ?????｢?
」．．．♪・刀（2日刀JJ（1） 筈ｨ??､ｨ???ｨ???+?h??｢?
ノ「ノ　（1），．刀刀（1） ?H??ﾏｸ???ｨ??
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（表2　つづき1）
年　長　　児 僖???ﾘ??髓?
⑥ 几肌 筈､ｨ?ﾙﾓx??ｨ?iﾄｨ?h??JJ（～）胤JJ（5） 
nrユ（2），刀」（2） ?Hﾏｴｨ?H???8??8??
月日　と1）∴十J（1） ????ｹ8??????
」♪JJ（1上J刀JJ（1） ?h?ﾏｸ???ｨ?8??h?Fﾈ??
JJJJJJ丘） 筈ｨ?､､､ｨ??｢?
⑦・ 十叫 筈ｨ?????8?ｨ?h??JJ（～）（6），」．口」（4） 
JJJ（i）（5），」．♪J（4） ????8??､ｨ?8??
」．小刀」3上目JJ（2） ?h???ﾊX?8?????
」．♪月J（1），」．刀JJ（1） ?????iﾈ??(??
」．JJ（1），」♪」・（1） ?h?､ｨ?耳?(??ｩ|ﾔｨ??｢?
JJJJ（1），JJ（1） ?h?ｨ???ｨ??????｢?
nJJ（1），刀刀（1） ?h?????ｨ?ｨ?ｨ??｢?
・」」JJJJJ（1）． ?h??m｣?ｨ?､､､､ｨ??｢?i8?X??ｨ?ﾏｸﾈ????h??｢?
⑧■ 」刀月刀 ?hﾈ?Hﾏｴｨ?梍ｩ8??滴??JJ（l）冊，」刀J（4） JJつ」（4），JJJ（1）（3） 筈ｨ5(ﾈ茯ﾊT､､､ｨ?8??
JJJJ胤J刀JJ（3） ?85$ｨ?(??ｩ8??ｨ??｢?
」．口刀几（2），」Jつ刀JJ（1） ?i8?ｨﾈ茯??ｨ???8?????
JJコ♪JJコ（1），刀刀月刀（1） ?9iﾄｦﾈ??ｨ???ｨ?,(??｢?
刀力」（1），J♪」刀J（1） 筈ｩ8???ｨ?8??ｨ??｢?
JJ　（1） ?h??ｨ?､ｨ??｢?､､､､､､ｨ??｢?
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（蓑2　つづき－2）
年　．長　　児 僖???ﾘ??髓?
⑨＋ 几且別 筈､ｨ?ｯ~v?Hﾈ霾?滴??J（い（9），月月J（3） 
月月J（現JJJ．J（3） 佇茯ﾈ茯?(??8??????
」、J刀」硯乃月月（1） 筈､､､､ｨ?(??ﾈ霾霾霾????
月月月月（1），月月刀J（1） 佇霾荀ｨ??ｨ?ﾈ?dｨ??｢?
月月JJ（1），月月月JJ（1） 佇荀､ｨ??ｨ?8?ｨ,$ｨ??｢?
月月屈J（1），月刀J（1） 佇霾茯??ｨ?､ｦ????
月」」J（1），月JJJ（1） 筈ｨ??ｨ?､､､ｨ??｢?
J月．」月．J（1），月JJユJ（1） ♪JJ（1），刀刀刀（1） 筈､ｨ蕚､ｨ??ｨ?､ｨ?ｨ??｢?
⑲ 皿山刀 ?H??､ｨ昇?ｨ?ｨ5(?H??JJ（〉）（7），刀J　（4） ♪J♪」（4），JJJJ（4） Dｨ?ｨ?8???､､､ｧ#(??
カ月刀（2日月JJ（2） ?8?mｨ?(??8?????
♪J♪（1），JJ．♪」．（1） 佇??????8?ｸﾏｴｨ??｢?
刃♪J刀乃（1），JJコJ（1） 佇?4ｨ??ｨ?､ｨ5(ﾈ????
J♪J♪皿（1），」J）J♪J（1） ?hﾈ茯??ｨ?､ｦ????
J♪JJ（1），月乃J（■1） 筈ｩ?ｨ??ｨ?ﾈ荀ｨ??｢?
月月J∃（1），月月JJ（1） 筈ｨ???ｨ?､ｨ?mｨ??｢?
月月刀（1），JJ♪JJ（1） JJ（1），JJJ力上目1） ?t､､､ｨ?ｯt､ｨｨ霾??｢?
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（表2　つづき－3）
年　　長　　児 僖???ﾈ??髓?
⑳ 刀月JJ ?9mｨ??H??8?茯?H??纐ﾚ（））（9），刀刀J（5） 刀刀nJ（3），J月J（2） 畑5$ｨ??X??ｨﾈ荀ｨ?8??
日月上目2），つ刀（2） 佇跖???ｨ?ﾈ??????
月月日（1），JつJJ（1） 佇霾霾茯??ｨ?､､､ｨ??｢?
JJ］JJ（1），上つ上目（1） ?8?mｨ?ｨ??ｨ???
♪J♪」（1），♪」．J（1） ♪J（1），」♪JJ（1） 月．口JJ（1），月上上目1） 」刃JJJJJJJ（1） ?8ﾈ?H????｢?
⑲ 」月加 筈ｨ5(ﾍTｨ?x??､ｨ,(?n4ｨ?X??JJ往）（9），JJlJJ（4） J刀JJ（5），JJJ往）（4） ?hﾈ駢?????8???(??
J刀刀J（3），」月J詞几2J ?i?ｩ?ｨ?(??ｩ8?Xﾈ????
月刀　■（2），J刀J（2） ???hﾈ靼?(??ｨ?ｩ{?(?8????
J月虎J出川刀虎（1） ??ｨ5&ﾔｨ??ｨ?､ｨﾈ饅ｨ??｢?
川用∃（山刀屈ヨJ（1） ?hﾈ?H???ｨ?ｨ?ｨ????｢?
J庶‖（1澗虎J（1） ?h???､ｨ??ｨ?8?x8ﾓ?｢?
JJつ刀（lJ刀月刀（1） 畠8????ｨ?8??h??｢?
J刀刀乃J（1），JJコ劫月山1） ?d､ｨ???ｨ?ｨ???｢?
J刀」几肌山刀♪J（1） J♪JJ（1鳥刀」（1） 月月JJ（1澗」虎（1） 月刀屈（1），JJ（1） 鳥JJJJJJJ鳥」（1） ?9m､ｨ?m､ｨ?mｨ???｢?
舞24号　ユ969 61
これは本学付属幼稚園のリズム遊びの中で常時
行っている名呼びの時のリズムで
（先生J
蓑3－1男女別正反応　（）は正反応率
年長児（男児27各女児30名）
幼児略）」JJ Z）
ハ　ー　イ　（ウリ
が彼らのリズム経験の中で大きなウニTTを占め
ていることが現われたのであろう。
項　　　　　目 凵i∋ ??（参 ?G） ?傴"?iむ ?b?i幻 ???㊥ ?｢? ⑳ 
侵差 ?3 （85％） 22 （73％） ???s?8??b?塔x???0 （74％） 20 （67％） ?21 （78％） 21 （70％） ???sH?????c8???0 （74％） 23 （77％） ???sH???"?都8???8 （67％） 23 （77％） ?B?塔?8??r?涛?8??4 （52％） 17 （57％） ?2?鼎?8????cx???1 ¢1％） 23 （77％） ※※ 
男 ?1 ?b?2 匹4％） 10 （33％） ?8 （67％） 26 （87％） ???s?8??r?涛?8??8 ??20 ??14 ?b?4 （78％） ?涛h???凵i67％） ?田x???i74％） ?都?8??i52％） ?鉄?8??i52％） 
Ⅰも ??r?ｨ?,ﾈﾛr?8 ?r??5 ??23 ?b?6 ??18 
（93％） ?涛?8??凵i83％） ?田?8??i77％） ?塔x???i53％） ?田8???i60％） 
Ic ?｢?r?ｨ?,ﾈﾛr?1 （78％） 25 （83％） ???cx???R?塔8???2 （82％） 23 （77％） ?21 （78％） 22 （73％） ?"?塔(???R?塔8???9 （70％） 24 （80％） ???s?8??R?塔8???0 （74％） 25 （83％） ?B?塔?8????????4 （52％） 22 （73％） ???s?8????ch???7 （63％） 21 （70％） 
男 ?6 ?"?0 ?17 湯?3 唐? ??6 ?"? （59％） ?鼎H???i37％） ?（63％） ??8???l8％） ???8??i26％） ??x???i22％） 俶ﾃH???i7％） 
Ia　女 男女の差 ?4 ??13 ?23 ??24 祷??3 ?B?4 ?b? 
（80％） ?田x???i43％） ?（77％） ?田?8??b?i80％） ???8??i43％） ?鼎x???l7％） ※ ?鉄8???i7％） 
表3－2　年少児（男児20名，女児）（20名）
項　目l①i由仁㊥l④ト⑥■l①l①l①l◎l＠事＠l申 
Ia ?15 （75％） 12 （60％） 唐?鼎?8?????8??3 （65％） 14 （70％） ?R?都X????鼎?8??b???
10 （50％） 8 （40％） ???S?8?????8??b? （30％） 7 （35％） ???X????b? （40％） 7 （35％） ?
作1計晶） l 呵女ぷ％） 一男女由美 ?7 （85％） 16 （80％） ??5 （75％） 18 （90％） 迭??X????鼎X??? （45％） 12 （60％） 澱???8???鼎X???
※印は表1と同じ
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3・男女別の難易（表3－1，表3－2）
男児と女児のあいだには何らかの差遣が存在するであ
ろうか。
平均得点からみると全体を通して大した差違はみられ
ない。
項目別にみてみると，年長児の異同弁別Iaの⑳，再
生Iaの⑥⑯において，また年少児の異同弁別Iaの⑥，
再生Iaの⑨⑦⑧⑨⑩⑪において有意差が認められた。
年少児の再生を除いては，全体からみても個個の項目か
らみても差はない。しかし年少児の再生Iaでは項目の
半数に男女の差が認められる。こここで表3－2のIa′
の表をみてみる。これは年少児のみに行ったもので，Ia
のリズムを実験者が手で打って示したものを年少児が再
生したものである。録音テープからの聴覚だけでの再生
と，視覚を伴ったものの再生の場合とでは大きな差が認
められる。Ia′の場合はIaよりも大体2倍の正反応が
表われ，⑦女9倍，⑥男6倍，⑯⑪男4倍，③男①⑧㊥
表4　得点分布
年少児（満5才児21名，5才未満児19名）
⑱女3倍となっている。このうち⑥⑦は符点を含むリズ
ムであり，④⑩はシソコペーショソを含むリズムであ
る。年少児には，リズム記憶では音価の長短は識別でき
るが，はっきり表現できないという段階にあるが，指導
の方法忙よっての可能性を十分含んでいるといえよう。
4・年令による難易（表1－1，表ト2）
年長児と年少児とのあいだに差違が存在するかをみて
みる。年少4才児はIaとIaの資料しかないのでこの
全体をみてみると，異同弁別の①③①⑨と全項目の与
に有意差が認められる。また再生は①④⑥（亘Xう⑧⑪の7
項目に差が認められる。①については，音楽的なもので
なく問題適応の差，年長児と年少児との理解能力の差に
よるものと思われる。その他の項目では，音価が小さく
なるに従って，また複雑なリズム，長い項目に年令によ
る差が存在することが認められる。しかしこれは固定し
たものでなく可動性があるとみる。
2 ?? ?? 1 ??? 仍????sSR????
1 3 ??? 2 ?4 1 ??咩? ?．3 6．2 ??#???cS"?
注1．満は満5才児，未は5才未満児を表す。
2．Ia′の平均値は0．5％水準で有意である。Ia，Iaの平均値，標準偏差にはいずれも有意性はない。
年少児について測定時における年令別にその差違をみ
てみる。（表4）
異同弁別では平均得点が
満5才児　7．0　　　5才未満　6．3
再生Iaの平均得点が
満5才児　3．4　　　5才未満　2．4
再生Ia′の平均得点は
滞5才児　8．3　　　5才未満　6．2
異同弁別と再生I aはその差はわずかながらみられる
が，再生Ia／ではかなりの差がでている。これは識別能
力の差はわずかであるが，身体的諸機能の発達やリズム
記憶能力による差が大きいのではなかろうか。今回は知
能との関連をみていないが，これは後の課題に残した
い。
5・経験と未経験の比較（表5－1，表5－2）
′幼稚園の外で何らかの音楽的経験を持っているものと
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持っていないもの，即ち音楽教室などへ行っている幼児
と行っていない幼児とのあいだに何らかの差遣がみられ
るであろうか。
年長児の異同弁別Iaでは㊤⑪男，⑨⑥女，に，Ib
の圧）⑧⑧女に，Ic㊤⑥⑦の女，⑭男に，再生Iaでは
（幻女，（∋男にそれぞれ差が認められる。
年少児は，異同弁別では⑪男，①（室）⑨⑪⑯女に，再生
Iaでは⑨男女，④⑥⑯の女に，Ia′では④⑥⑧の乳
（亙笹（亘⑦⑧（釘⑯⑭の女に差が認められる。
これによって，何らかの音楽的経験を持つものと全く
持たないものとのあいだには差があるといえ，特に女児
にはっきりでている。年少児の場合は経験の期間はわず
かであっても差があることを示ししいる。音楽教室等へ
行っている幼児は概して今回の測定を何回もやりたがっ
たり，横極的であるが，未経験児は2度はいやだという
ものがある。できるからおもしろい，好きだからできる
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表5－1経験の有無の比較
年長児（男児経験有7名　無20名，女児経験者23名　無7名）
項目 劍t?① ?B?i参． ?ﾒ?D⑥l① 凵D（め ?ﾒ?I ?ﾒ?Q 
Ia ?｢?L 澱?塔h???r?塔X??? （100％） 14 （70％） ※ 釘? 迭? 澱? 途? 迭?． 
（57％） ?都(???i72％） ?都(???i86％） ?都(???i100％） ?鼎8???i72％） ?鼎8???
顛 有無の差 剴??6 ?R?5 ?B?3 ?r?1 唐? 
（80％） ?塔?8??i75％） ?都X???i70％） ?田X???i85％） ?鉄X???i40％） ※ 俶ﾃ?8??
女 冲ﾂ?2?ﾉk8,ﾈﾛr?7 （74％） 5 （71％） ?"?涛h????鉄x???5 （65％） 5 （71％） ※ ?r?都H????鉄x???5 （65％） 4 （57％） ???s?8???都?8??8 （78％） 4 （57％） l ???s?8???都?8??　　　　6 ?7 （74％） 3 l（43％） ???s?8???都?8??
Ib ?｢?L 無 有無の差 途??????B?都?8??ﾅ％） 19 （95％） ????8????S?8???? （57％）事 （手芸％）i 仂x???R?都X???ｲ?p 5 15 傴ｸ???B?都?8?? （29％） 12 （60％） ??鼎8???2?田X??? （29％） 12 （60％） 
女 l 冲ﾂ?3 ?"? ??20 ??14 况h????鉄x?s?陣 ?6 ?R?
（100％） ?涛h???i30％） ?涛?8??i87％） ?涛?8??i61％） 劔（70％） ?田X???
無 有無の差 迭?  途? 釘 ?  （71％） ※※ ?都?8??b?i43％） ?都?8??i100％） ?鉄x???b?i57％） 劔（43％） 俶ﾃ8???
Ic ??｣?有 迭? （57％） 1＋14 （70％） 澱?塔h?????b?塔?8?? 迭?都(???h????塔?8?? （86％） ‾13 （65％） 釘? 澱? 迭? 
（72％） 劍,Cド???（57％） ?鉄x???i86％） ?塔h???i72％） ?都(???
無 有無の差 ????b?15 剴??6 ??8 ?B?2 （80％） 劍?sX???（75％） ?塔?8??i90％） ?鼎?8??b?i70％） ?田?8??
女 冲ﾂ?8 ??19 ??19 ??21 ??22 ?b?5 ?r?
（78％） ?涛?8??i83％） ?都?8??i83％） ?塔8???i91％） ?塔x???i96％） ?都?8??i65％） ?都H???
無 途? 釘? 澱? 釘  澱  迭? （100％） ?鉄x???i57％） ?鉄x???i86％） ?都?8??i57％） ?都?8??i86％） ?塔h???i71％） ?鉄x??ﾂ?
というものと，あまり得意でないからやりたくないとい
う2つの債向が観察された。
7・他資料との比較（表6）
国立市内の幼稚園で測定した資料が手元にあるが，こ
のうち全く同じリズムパターソが4項目あるので数とし
ては少いが比較してみる。
年長児の異同弁別で2項目，再生で1項目，年少児の
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再生で4項日中3項目についてその差に有意性が認めら
れる。年少児の再生を除いては，たまたまそうなっただ
けであって差はない。しかし年少児の再生の差は経験内
容や地方都市と都会との環境からくる体験（直接的間接
的）の相違が考えられる。
8・既習教材のリズム面について
測定の対象とした本学付属幼稚園児のうち年長児は，
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表5－2　年少児（男児経験有4名　無16各　女児経験有11名　無9名）
項目 剳?ゐ 畑tvﾈ?t2?????Rl‾⑦ 刧@ 俟"?I ?⑪ ?8?"?
Ia 冲ﾂ?ｩk2?ﾉk8,ﾈﾛr?B??????ｸ?x??????8??4． （100％） 11 （69％） ??都X???cX????8?? （75％） 101 （63％）‘ 釘????????c?8?? （75％） 10 （63％） ??鉄?8???鉄?8?? （50％） 10 （63％） ??都X???"?都Yi?3． （75％） 6 ・．甲8％） ?1 （25％） 11 ・（69％） ※ ??X??S??h????????
女 ???R?Hｾ?h????ﾉk8,ﾈﾛr?ﾄ （64％） ’2・ （22％） X 湯?塔(???S8????8???b??? （45％） 3 （33％） 湯?侘ｸ?????ﾈ?CH??? （27％） 2 ‘（22％） 祷??塔(??????8??E■8∴ニ F3％） 4■ （44％） ．※ 澱?侘ｳX????都?8?? （18％） 6 （67％） ※※ ? （64％） 6 （67％） ※ 
Ⅰ！a ?｢?L t無’ ．有奴の差 ?C8爾?都X??????鉄?8??ﾈ?? （50％） 8■ （50％） ?8????X???sX???S??鉄h?????????ｨ???"?鉄?8??ｳ???c?8???? （25％） 2 （13％） ????X???(???8?8"?E1・／ （25％） ．・2 （1攣） ?ﾃ?X???X???C????8??????(????X????h???
女 冲ﾈ??E6 （55％） 塗??鉄X???ｾ ? （45％） 們ｲ?2??x??????X?????? （27％） ・■0 19 ???8?????迭?鼎X??? （9％） ・、無 有無の差 ???8??? （22％） 劍????????．一 （11％） ※※ ?■‘’lf．、二・ ??X?????・甲窄 
LIa／ ?｢?L 無 有無の差・ 釘??????b?????? （100％） 13 （81％） 鼎B????????8????ﾃr?田8???CH???x?ﾔb?2??都X???R?涛H???h?? （100％） 11 （69％） ??鉄?8????8???e2 （50％） 7 ＿（肇％） ※ ?Hｸ?C??S?8???Ii?8????E2 （50％） 10 二（63％） 釘??????C??琶nﾈ????????8ﾔh??
女 冲ﾈ??8???ﾉk8,ﾈﾛr?1 （19吻 6 （67％） ???ﾂ?涛??｢???田ymﾂ??? （82％） 3 （33％） ※ ?????8???都?8?? （73％） 1 （11％） ※※ ?????????(???h??｣．6．1 （55％） 3 （33％） ※ ??????R????*B??8?ﾋb?h????′’1‾3 ■鰐7％） 0 ：二■10 し■－＞ 
（82％） 3 ・・（33％） 
※ 
注　※ほ5％水軌‾※※は1％水準で有意のものを示す。
表6n本学付属と他園　　　　　　　　，
注　※は5％水準，※※は1・％水準で有寒の．ものを示す○
本学付属幼稚園　年長児57名，年少児40名　一一国立市内其幼稚園　年長児1咽　年少児10名
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入園時から2年日の1学期までに約80曲の歌を習ってい
る。そのうちの約70％が（組によって多少の差はあるが）
i拍子で，i拍子は4曲となっている。
では1曲の中に何種類のリズムパターソが入っている
かをみてみる。
昔拍子では， 4種叛　34％
5種現　20％
3種類15％
6種叛12％　　　　　　　　で
1曲1密類から8種類のリズムパター
謳子では1曲に4奄腰から7種如沌なってい
錘子では5朝42％
4種族　25％　　　　　　　　　で
1曲が2種類から8頑叛のリズムパタ
ーンからなっている。
既習教材で使用頻度の高いリズムは次のようである。
昔拍子では，19種類のリズムのうち，
刀刀　　26％（⑧に使用）
」1（J）　22％（①に使用）
刀」　　ユ0％
月月　10％
JJコ　　　9％
Jコ月・　　5％（㊤に使用）
以下了ヨ」，J「∃刀（④に使用），
」月∴JJ，♪J♪（⑧に
昔相子では，7番叛のリズムのうち
JJJ　35％
J　～　　23％
Jつ」　19％（⑨忙使用）
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以下上　♪刀工」．♪J（⑥碩用）とな
麺子では，42種類のリズムのうち，
」．♪JJ ll％　　体に使用）
刀刀」え（刀刀J）11％
JJJi（∴‖）11％
よ　（J　～　ェ）　8％
以下」JJ上JJ「」上
JJコJl（」Jコ」），刀刀JJ
（⑳に使用）刀月刀J（⑨に使用），
月JL目上JMユ月月（⑨に応用）
で♪J♪（シソコペーショソ）を含んだリズムは
ま輯拍子の場合のリズムの組み合わせ方のうち頻度
数の多いものをみてみると，68種叛のうち，
刀ロー」1　16％
刀月．刀刀　11％
JJつ．」目　口刀InJこぅ
．」十・Ji　6％
JコnJl　　5％
rLn．月上目∴月月．
月ni月月∫nJ　4％
月几J　え　らJ n－
JJコ　　3％
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発：どとなっている。
このうち実際に幼児が歌っているリズムの中で誤りの
－目立つものはJコ刀∫　√∃月である0鯛
の測定の最後に好きな歌を1曲歌わせてみたもののうち
からもこのことがいえる。
月刀J刀J　→　刀刀∫nJ　ぉはよう。うた
mMぅ）　→　月月∫」い水あそび
月几月刀　→　nn nn　かたつむり
お　まえの　　あ　たま　は
」月．Jコ刀　→」
お　た　ま　　じゃく　しに
このリズムは大人でも間違えて憶えてしまい易いし，比
較的以前からある歌にみられる幼児の歌独特のリズム
で，他の分野の歌にはあまり出てこない高度なもので，
誤るのも無理がないであろう。これは特に目立ったもの
であって，幼児においては概して，リズムの識別に比し
て実際に歌うリズムは正しいものが多い。これは歌詞，
慣れなどによるものであろう。
9．その他（表7－1，表7－2）
イ）各項目とも分布は正規分布にはなってはおらず，
J字塾，L字塾の分布になっている。（注，対象となっ
た本学付属幼稚園児は抽選によって入国したものであ
る）また年長児の男女，年少児の男女とも両性のあいだ
に，平均値，標準偏差のいずれにも，その差には有意性
がない。また年少児の満5才児と5才未満児との比較に
は，異同弁別，再生のいずれにも，平均値・標準偏差と
もにそれらの差には有意性はなかったが，再生Ⅱa′の平
瀬値にはその差に有意性が認められた。（表4参照）
ロ）もう1度やりたいという幼児に全く同じ実験を
してみると，濃初の回と2回日とが同じ月の中では差が
ないか，または2回目の方がかえって正反応が少なくな
ったりする。これが夏休みをはさんで前後1ヵ月半位の
期間をおくと，正反応が多くなるということがあった。
特に前者が同時期では差がないかあるいはマイナスの得
点が出るということからみても，今回の得点は，たまた
まこのような結果が出たというだけとみられる。
p．まとめ
特別な音楽的訓練をうけていない幼児のリズム識別に
ついてその実態をみて，身近かにいる長野市の幼児が大
簾24号1969
月トロJ∃　ぉたまじゃくし
人の考えている以上の能力を持っている可能性をみた。
1）リズム記憶は他の記憶より先に発達している。音
高，メロディーの記憶より，リズムだけの記憶の方がよ
り高度な発達をしている。これは幼児期のリズムの体得
が，「ことば遊び」のように音高などの伴わないものから
入るのがよいこと，そして「ことば遊び」から新らしい
リズムへ入って行くことが適しており，それはかなり高
度なリズムへと発展できる可能性をもっているといえよ
う。
2）男女間については，そのあいだに有意の差は認め
られない。両性とも等しい音楽的能力をもっている。‘従
ってこの時期には男の子だから，女の子だからという区
別は，この分野では全く不必要無価値であるといえよ
う。
3）年令の増加とともに識別再生能力の差はみられる
が，平均年間の増加は小さい。そして主に身体的諸機能
の発達と関係があると思われるが，これは今後の課題と
したい。また知能との関連はわずかとみられたが，身体
的諸機能の関連とともに次への誅席としたい。
4）幼児の諸能力の発達は生活年令だけでなく生括経
験内容が大いに関係している。
等しく与えられているこの時期の音楽的能力（主にリ
ズム的能力）の芽はそのまま放っておいては育ってこな
い。少しずついつも直接的にくり返しながら正しい方向
へと導いていくのが教育者，大人達の役日であろう。土
から出てきた芽は，苦い柔かい二葉にして，次の線の葉
へ成長するように培われなくてはならない。我々は土か
ら顕を持ち上げた芽を押しつけたり，開こうとする二葉
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蓑7－1得点分布
年長児
注・年長児年少児とも男女の平均値，標準偏差のいずれも有意性がない。
をちぎり取ったたりしてはいないだろうか。幼児は指導
浜が適切であれはどんどん伸びていく可能性をもってい
る。いつも実態をじっくり腰をおろしてみてみることが
必要であろう。
最後に久田鼻緒教授と降旗義而教授の御指導と，短大
付属幼稚園の諸先生方の御協力にお礼を申しあげます。
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